
2018.07.08 

社会福祉センターで行われた子どもエコまつり参加 

 

本事業の事業計画の講演会、ワークショップの開催や、ガイドブック作成を作成するうえで、 

現状、市民のが防災に対する意識をどのようにもっているかの意識調査をするためにアンケート実施。 

 

ペットボトルキャップと爪楊枝で作るコマ、牛乳パックでゴムで飛び出すびっくり箱を子ども達と製作。 

それと並行し、防災ボードアンケートを実施 

①災害時困るものはなあに？（水食糧・トイレ・医療・仕事) 

②避難所で困る事ってなあに？（お風呂·着替え・トイレの列・プライバシー） 

③突然の災害でも手提げバックにこれ入れてるから大丈夫(飴・ホイッスル・ライト·救急セット) 

④防災の知識や情報はどこから(新聞。広報・講演会・防災訓練) 

それぞれ 4 択シール投票をしていただきました。 

 

 

 

2018.07.28（土） 市民がともにおこすまちづくり事業』 

 浅野幸子先生による”女性・生活者・当事者目線で考える防災” 講演・ワークショップ in 愛らんど 

88 名の方にご参加いただき、盛況のうち無事終了しました。 

 浅野先生の分かりやすい言葉かつ具体的な例示で、避難生活で多様な被災者が置かれがちな状況や、生活環境、

救援物資や心身の健康、性別や立場による被災の違いや、意思決定・指導的立場の男女の格差、トイレの重要性、

等について講演していただきました。 

ワークショップでは、受付で分けられた班毎に、要援護者の支援、多様な生活様式をもつ人たちの立場になり、

それぞれの困り事やそれを解決するための地域の資材（人、場所、企業等.)を書き出し、避難所運営ガイドライ

ンや避難所トイレについて話し合いました。 

. .    



2018.8.25（土） 親子防災バリバリ探検隊 in バリクリーン 

                              親子 25組 総計 85名               

自然の力の前に、無力かもしれませんが、自分の命、家族の命、地域の命を守るために、少しでも物心両面の備

えが必要です。親子防災バリバリ探検隊では、防災士会、消防、気象予報士さんの強力なサポートをいただきイ

メージすることで、自分達が何を備えればいいかを親子で考えてもらう体験をしていただきました。 

 

     

   

 

 2018.12.09  スマボ（IMABARI スマート防災ノート）完成披露  

         防災おやこカフェ＠いまばり                  50名 

         防災シンポジウム       in イオン新都市 2階ホール    49名 

これまでの活動を踏まえ、スマボ（Imabari スマート防災ノート）が完成しました。 

防災カフェでは、かもん先生の熱く分かり易い言葉で、家庭でなにを考えていけばいいのか講義いただきました。 

 シンポジウムでは、スマボのお披露目、また、スマボを使ってのミニワークショップ、かもん先生、働く女性、

育児中の女性、社協 渡部課長に登壇頂き、ご意見を頂きました。 
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2019.02.08（金） スマボ ワークショップ in 日吉中学校 

 スマート防災ノートを使い、日吉中学校２年生１６５名にワークショップを開催し、防災啓蒙活動しました。 

活動後、どうのようなアクションを起こすか、また感じたことや意見を振り返しシートに記入していただきまし

た。自分が、また家族が防災にどう取り組んでいこうか意識し始めたとの意見や、“スマボ”が分かり易いので 

これを使って家族と話したい等、熱い意見を多くいただきました。 

 

     

 

～終わりに～ 

 

約１年を通し、私たちのママカフェの講演会、イベントに参加してくださった方々の意見を集約し、また、今ま

でに勉強してきた結晶のスマボ（Imabari スマート防災ノート）が完成しました。 

１月からは、中学校や、障害を持つ親御さんの集いや、地域防災の場で、ワークショップを開催させていただき

ました。参加者の方々からは、“知らないことが沢山！もっと勉強してきたしたい！”“防災に興味を持った！”

など、今までに防災に興味を持っていなかった方々にも、改めて、自主防災の重要性を伝えられたと思います。 

今後もこのスマボを使ったワークショップを開催し、防災意識の向上、また、啓蒙活動に取り組んで行きたいと

思います。 


